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 おびただしい命が奪われた第二次世界大戦。今年９月１日で開戦から 75 年を迎えます。非戦闘員が戦火

にさらされ、世界は恐怖と苦悩に包まれました。なかでも 600 万人が組織的に殺害された＜ユダヤ人の悲

劇＞は、人類史の汚点として記憶されています。各国はおしなべてナチスによるユダヤ人迫害に無関心だ

ったと言われるなか、大戦勃発の直前、英国政府はドイツやナチ占領下のチェコなどで暮らすユダヤ人の

子供たちを救うため、特別なオペレーションに乗り出しました。キンダー・トランスポート（子供輸送）

と呼ばれる救出作戦です。約１万人の子供たちが救われました。けれども、その実相はほとんど知られて

いません。生存者たちの証言をもとに、歴史の波間に消えかかろうとしている「人道作戦」の全容に迫ります。 

日曜朝は『Ｓ』で始まる――。ストーリーにご期待ください。 

 

 

 

 

 ３日に予定されている内閣改造では、女性登用がどこまで進むかが注目されています。その中で登用の有力候補の一

人とされる小渕氏＝写真＝は、故・小渕恵三元首相の跡をついだ世襲政治家である一方、２人の子供を育てる母親とい

う顔も持っています。政権が掲げる「女性登用の推進」や女性議員が少ない現状をどう見ているのでしょうか。内閣改

造を控え、どんな心境なのでしょうか。「女性初の首相候補」という声もある注目の政治家に、松田喬和・毎日新聞特

別顧問がずばり聞きます。 

 

 

 

 

 加藤登紀子さんの対談コーナー「Tokiko's kiss」。今月のゲストは、作家の椎名誠さんです。旅好きで

知られる椎名さんに、モンゴルやアイスランドなど旅先であった人たちの営みや幸せについて、伺いまし

た。 

 

 

 

 強い紫外線、多量の汗と皮脂、冷房による乾燥など、夏場の厳しい環境にさらされた後のこの時期は、肌がトラブルを起

こし、毛穴が目立つ状態になっていることが多いのだとか。気になる毛穴を目立たなくさせる、洗顔や保湿など、お手入れ

の方法を専門家にアドバイスしてもらいます。 

 

 

 

 

 高齢になり、筋力が衰えてくると、靴も「軽い」とうたうものを選びがちです。しかし、軽く軟らかすぎると、かえっ

て足を痛めることにも。軽くするために、しっかり歩くための機能が失われ、衝撃が吸収されなかったり、安定せず転び

やすくなってしまうからです。靴メーカーの専門家などに、上手な靴選びのポイントをききます。 

 

 

 

 

 第６回女子野球ワールドカップ（国際野球連盟主催、毎日新聞社など特別協力）が９月１日、宮崎市で開幕し

ます。大会は２年に１度で、日本での開催は 08 年松山大会以来、６年ぶりです。出場は米国、カナダ、オースト

ラリアなど８カ国・地域。日本代表は松山大会、ベネズエラ大会（10 年）、カナダ大会（12 年）で３連覇を達成

しました。８月に毎日新聞東京本社を訪れた志村亜貴子主将は「勝ち続けることが女子野球の発展につながると

思うので、勝ちたい」と健闘を誓いました。１次ラウンドは１～３日、２次ラウンドは５、６日、優勝が決まる

最終ラウンドは７日に行われます。毎日新聞は４連覇を目指す「マドンナジャパン」の活躍を詳報します。 

 

「Tokiko's kiss」    おんなのしんぶん面９月１日（月） 

毛穴の目立つ肌のお手入れ法  くらしナビ面 30 日（土） 

高齢者の靴選び    くらしナビ面９月１日（月） 

第６回女子野球ワールドカップ開催  ９月１日（月）～７日（日） 

「松田喬和のずばり聞きます」 内閣改造で注目の小渕優子・元少子化担当相 

夕刊２面特集ワイド ９月１日（月） 

秘史発掘 英仏海峡越えた人道作戦 ナチからユダヤの子供を救え！ 31 日（日） 

 ９月１日は「防災の日」です。これに合わせ、連載企画で国や自治体の土砂災害対策を検証します。広

島市などでは 1999 年、30 人以上が犠牲となった土砂災害がありました。これを機に土砂災害防止法が成

立し、防災対策が進められてきたはずなのに、またも同じ広島市で当時を上回る大災害が起きてしまいま

した。この 15年の土砂災害対策とは何だったのか。悲劇を繰り返さないためには、私たち市民も含め今後

どうしたらいいのか。全国各地の大雨による被災現場などをルポしながら考えます。 

【土砂災害対策を検証】 


